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利用・用途・応用分野

医療、画像診断、超音波エコー、

目的・課題 解決ポイント

血管内に形成された不安定プラーク
などの分布の把握や半導体素子の
微細構造に関する欠陥検出に不十
分で、プラークの内部構造及び不安
定性や素子の微小な内部欠陥の有
無を詳細に判断することは不可能と
いう課題があった。

入力部２１、データ格納部２４・２５、解
析部２２、出力部２３を有して、被測定
対象３の圧縮前後の測定データ３２
から歪分布３９を解析する歪分布計
測システム６である。
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測定データの位置変化に関する相互相関係数を演算し位置変位の選択を行い、移
動ベクトルを定め過誤ベクトルの除去を行ない、移動ベクトルの分布を連続化させ
ることでランダムな成分を高い確率で排除し、格段に高い精度を備えた歪分布を出
力することが可能という効果を有する。


